
２０１３年度日本生涯教育学会研究助成要綱（抜粋）

２０１３年５月常任理事会決定

１目的
日本生涯教育学会における、社会的有用性の高い生涯学習・生涯教育研究を推進するた

め、本学会会員の優れた、将来性のある、萌芽的な研究計画に対して、研究に要する経費
の一部を助成し、もって本学会の研究活動の活性化と発展を図ることを目的とする。

助成対象および応募資格【一部省略】
・本学会の会員が行う研究（共同研究を含む）を対象とする。
・共同研究の場合、共同研究者に会員ではない行政関係者等を含むことができる。

２

助成金額【一部省略】
・研究に要する経費の必要額を上限とし、１件あたり50万円以内とする（原則とし
て研究に要する経費の一部を助成するものである）。

３

４助成期間【一部省略】
・２０１３年１２月１日から２０１５年３月末までとする(助成期間は１年４か月)。

申請時期および審査機関【一部省略】
・審査委員会を設置し、助成研究の選考、ならびにその他この研究助成の審査にかか
わる事項にあたる。

５

助成金受領者の義務【一部省略】
①研究に使用した経費の報告（帳簿・領収書等）
②研究報告書（２０１５年度の論集と合冊して発行予定）の提出
③本学会の年報・論集等に限らず、当該研究の成果発表にあたっては、日本生涯
教育学会の助成研究であることを明記する

６

審査基準
・研究目的一助成制度の目的との整合性、独創性、社会的有用性
・研究計画一研究スケジュールの的確性、具体性、研究経費の妥当性
・研究方法一研究目的、研究計画との整合性
・期待される成果一具体性
・その他一科学研究費等の助成研究に発展する可能性や実践的研究に配慮
・応募した会員の大会での発表等のこれまでの学会活動についての実績を確認

７

８その他【略】 以上
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